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U-35委員会企画

talk baton とは…

若手プラットフォームづくりの活動の一環と

して、建築を取り巻く他分野のゲストがトー

クのバトンを繋げていくコミュニケーション

トークイベントです。

建築をフィールドとする私たちと毎回のゲス

トとの対話を通じて、建築が本来持っている

多様性やバイタリティを見つめ直し、これか

らの建築に求められる領域を探っていきます。

U-35委員会Facebookページ

活動内容やメンバーの雑感などざっくばらん

に情報をアップしています。ぜひ一度お立ち

寄りください。

https://www.facebook.com/U35.aaj

talk baton 

ゲスト

ふと考えてみると、通勤時退勤時まわりを

みると、みんなスマホに目を落とす時代に

なった。トークバトンを終えて、毎日の何

気ない移動体験の素晴らしさについて気づ

かされた。iinoのようなモビリティの利用

はもちろん、そういったモビリティの成り

立ちや存在意義を知ることだけでも、新し

い人やまちとの繋がり方を再考する機会に

なると思った。

今回9th actionでは、普段車が通るはずの

みちの中心にこたつを置いたり、駐輪場を

作った。iinoの思想と9th actionで共通す

る、こういった”ちょっとした違和感”が

新たな視点を生み出すヒントになるのかも

しれない。

対 　 談 　 日 ： 2024.01.20

場　　　　所 ：茨木市文化・子育て

　　　　　　　 複合施設　おにクル

モデレーター ： 吉田　陽花（大林組）

talk baton 25 を終えて

会場となったおにクル

イベント終了後の集合写真

type-R 実証実験の様子

type-S1300

type-S712

ゲキダンイイノ

高山あすか 氏

時速5キロの自動走行

モビリティ「iino」

を使った移動体験を

デザインする集団ゲ

キ ダ ン イ イ ノ の 企

画・製作を担当。

25
「建築とモビリティ」

talk baton 25　活動報告

今回のトークバトンテーマは「建築とモビリ

ティ」。9th action「建築とみち」の一環と

して行われたこのトークバトンでは、”移動

体験”をテーマとした、時速 5 キロの自動走

行モビリティ「iino」を製作されている、

ゲキダンイイノさんより、高山あすか氏にお

話を伺った。昨今、電動キックボードや、空

飛ぶ車等様々なモビリティが生まれ、みちに

対する考え方も変化しているように感じられ

る。これからの建築・みち・モビリティはど

う関わり、変化していくのか。建築とモビリ

ティの視点から可能性を探った。

■移動体験をデザインする

“ゴミ収集車の後ろにぴょんとと乗り込むお

にいちゃん”から着想を得た、好きなところ

で乗って、好きなところで降りることのでき

るモビリティ iino。モビリティの進化には、

自動車、電車、新幹線、飛行機、のように目

的地への移動をいかに早くできるかという利

便性が求められて来た。この速さが求められ

る流れとは反対に、時速５キロという早歩き

と同じ速さで移動する iino は、毎日通る通

学路や通勤路でも、普段は気づかない発見を

させてくれる。歩くという行為をiinoに任せ、

ふと視線をうつすことで、新たな体験が生ま

れる。ある研究によると、車で通学している

子どもと、徒歩で通学する子どもに通学路の

絵をかいてもらったところ、モノクロの絵を

描いた車通学の子とは対照的に、徒歩通学の

子はカラフルで様々な絵を描いたという。こ

のように、移動という体験には、人や周囲の

ものと繋がる可能性を秘めている。

■iino のコンセプトと仕組み

iino のデザインは下記３点がコンセプトと

して挙げられる。

①視線の高さ

②木製デザイン

③複数人乗り

これらのコンセプトをもとに、誰かとお話

ししながら、手をつなぎながら乗ることの

できるモビリティが誕生する。現在運用し

て い る タ イ プ は 主 に 3 タ イ プ。ま ず、

type-S712 は、最大 3 人乗りの歩道走行が

認められているタイプ、次に type-S1300

は 6 人～ 8 人乗りで、軽自動車という扱い

で認可を受けている。最後に type-R は寝

ころびながら乗ることができるモビリティ

だ。iino は自動走行であるため、歩行者・

障害物等を検知するセンサーを設置、また、

あらかじめ地図や走行ルートを作成するこ

とでリアルタイムな地図と照らし合わせな

がら走行する。

■移動体験と空間の実証実験

ゲキダンイイノの提案はiinoだけではない。

iino が出たり入ったりするモビリティス

ポットという空間もデザインする。東京都

港区にある、複合商業施設「ウォーターズ

竹芝」では”竹芝徐々”という実証実験を

行った。ここの近くには商業施設と文化施

設がある。文化施設から出てきた人々が

iino での移動によってグラデーショナルに

商業へマインドチェンジのできる移動体験

の提供を目標に掲げた。その仕掛けとして、

iino での移動の間肩掛けスピーカを利用し

て、音声コンテンツ（商業案内、音楽等）

の提供を行った。そのままモビリティス

ポットであるお店に iino に乗って入るこ

とで、スピーカーから流れていた音楽がだ

んだんとお店の中で流れる生演奏に変化し

ていく体験とした。実験中驚いたのは、

iino 上での過ごし方については指定してい

ないにもかかわらず、楽器演奏を始める人

がいらっしゃったことだ。この過ごし方を

見て、自由な移動体験の豊かさを実感した。

また、別の実証実験では iino を動く植栽

として利用し、自走するイメージのないも

のが動くという体験を提供した。このよう

に、いつもとは少し違う不思議な体験を提

供しながら、実証実験を行い、利用者の意

見を分析ウすることで、iino に乗っている

人、iino に乗っている人を見る人、iino

の走るまちのことを試行錯誤している。人

がいればまちができ、それぞれの物語がう

まれる。そういう物語の中に気が付けば

iino がいて、育っていくことを目指してい

る。

■移動体験と空間の実証実験

質問者「実際に iino に乗った時、歩くと

きとどのような違いがあるのか。」

高山氏「モビリティの種類にもよるが、五

感が開放されるのが特徴だと思う。いつも

のコーヒーが少しおいしく感じたり、歩い

ているときには聞こえなかった地面を踏む

音がきこえたりする。実証実験のアンケー

トでは、iino に乗ったまま暖簾をくぐる瞬

間が最もワクワクしたとの意見もあり、こ

れは iino に乗っているからこその感覚だ

と感じた。」

質問者「実証実験結果で、モビリティによっ

て人流が増えた結果があった。モビリティ

が人を増やす可能性があれば伺いたい。」

高山氏「港で行った実験では、iino だけで

なく、ファニチャーも配置した。このエリ

アは目的の無い人はあまり来ないエリア。

iino は基本的に目的地を教えずに進むため、

人々が”来る”というよりも”連れてこら

れる”ことになる。これにより、偶発的な

発見の機会がうまれ、人流が増えていると

思われる。」

質問者「iino に乗る人に対して手を振った

りするという経験はアトラクション的な要

素にも感じた。このような経験を誘発する

デザインはどのように考えているのか。」

高山氏「動く家具のようなものでありたい

というのを意識している。今は慣れないの

りものであるが、iino のある風景が日常に

なればアトラクション的な手のふりから、

知り合いがいたときの手のふりに変化する

と考えている。日常風景の中でとまってい

るiinoがあれば家具のような存在でもあり、

動いていればモビリティという存在になる。

そういったものを考えている。」

質問者「今回の 9th action では、動かな

い建築をスケールダウンし、木ブースとす

ることで可変的な建築としている。新しい

体験という点で iino とも共通する部分が

あると思う。新しいものを提供する中で安

全性に気を遣うと思うが、iino でのそのよ

うな課題や解決策があれば伺いたい。」

高山氏「やはり時速 5 キロとはいえ、人間

の目で止められるものではないので、事故

がおこらないよう意識している。停止速度

を速めすぎても乗っている人が投げ出され

てしまうし、遅すぎると歩行者とぶつかっ

てしまう。これらどちらにも完璧に対応す

ることは難しいが、緊急停止ボタンをつけ

たり、センサーの感度を研究したりの取り

組みを行っている。事故によって、本来経

験できるはずだった経験ができないという

ことがないように心がけている。」

質問者「モビリティを普及させる中で、誰

もが乗れるために、様々な乗り越えるべき

ものがあると思うが、どう考えるか。」

高山氏「まずは実証実験を短期なものから、

長期なものとしていくことや実装すること

を目標としている。また、メディアに着目し、

iino に乗っている人々を目撃することで

iino がもたらす広告性に期待している。

iino を見せる、見られることを意識して移

動体験を進めていきたい。」

（文責：吉田）


